
九
州
管
内
に
は
、
22
箇
所
の
森
林

整
備
推
進
協
定
が
締
結
さ
れ
、
こ
の

う
ち
20
箇
所
に
森
林
共
同
施
業
団
地

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
共
同
施
業
団
地
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
た
め
各
署
で
は
、
定
期

的
に
運
営
会
議
を
開
き
、
事
業
結
果

の
検
証
や
事
業
計
画
の
打
合
せ
な
ど

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
森
林
共
同
施
業
団
地
の
現

地
検
討
会
は
、
地
域
の
森
林
・
林
業

の
活
性
化
な
ど
に
向
け
た
、
民
・
国

連
携
し
た
森
林
共
同
施
業
団
地
の
取

り
組
み
の
充
実
化
を
一
層
推
進
す
る

た
め
、
民
有
林
協
定
者
の
参
加
を
得

て
九
州
管
内
を
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
福

岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
県
）

と
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
宮
崎
、
鹿
児
島

県
）
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
①

各
団
地
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
、

②
各
団
地
の
民
・
国
連
携
し
た
取
り

組
み
の
進
め
方
に
つ
い
て
民
有
林
協

定
者
と
意
見
交
換

及
び
発
表
、
③
民

有
林
協
定
者
の
取

り
組
み
の
情
報
提

供
を
主
な
内
容
と

し
、
北
部
ブ
ロ
ッ

ク
は
熊
本
県
五
木

団
地
で
、
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
は
北
諸
県
・

田
野
団
地
で
現
地

を
視
察
し
、
各
署

か
ら
各
団
地
に
お

け
る
取
り
組
み
の

事
例
紹
介
を
行
い
、

自
署
の
団
地
で
取

り
組
み
の
参
考
事

例
と
す
る
と
と
も

に
、
民
有
林
協
定

者
と
今
後
の
取
り

組
み
の
進
め
方
に

つ
い
て
意
見
交
換

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
取
り
組
み
内
容

の
充
実
化
に
少
し
で
も
つ
な
げ
た
い

と
の
目
的
で
開
い
た
も
の
で
す
。

今
回
の
参
加
者
は
、
２
ブ
ロ
ッ
ク

合
わ
せ
て
総
勢
80
人
余
り
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
に
一
同
が
会
す
る
現
地
検

討
会
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
他

署
の
団
地
の
取
り
組
み
や
課
題
な
ど

に
つ
い
て
民
・
国
で
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
各
署
の
具
体
の
取

り
組
み
内
容
と
し
て
は
、
路
網
の
連

結
に
よ
る
森
林
整
備
事
業
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
る
団
地
や
、
国
有
林
の

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
へ
参
加
し

て
協
調
出
荷
に
よ
る
安
定
供
給
を
図
っ

て
い
る
団
地
の
事
例
、
路
網
の
現
地

検
討
会
や
採
材
研
修
な
ど
を
開
き
技

術
交
流
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
な
ど
が
各
署
か
ら
紹
介
さ

れ
、
今
後
の
団
地
の
進
め
方
を
検
討

す
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
有
林
協
定
者
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
神
埼
市
の
吉
田
稔
氏
、

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
熊
本
水
源

林
事
務
所
の
佐
田
武
信
氏
、
日
本
製

紙
木
材
の
山
本
敏
博
氏
、
南
那
珂
森

林
組
合
の
清
水
賢
次
氏
、
及
び
株
式

会
社
宗
の
宗
誠
氏
か
ら
情
報
提
供
を

受
け
、
民
有
林
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
現
地
検
討
会
で
得

た
も
の
を
活
か
し
、
自
署
の
団
地
に

お
い
て
、
路
網
の
連
結
や
シ
ス
テ
ム

販
売
へ
の
参
加
及
び
技
術
交
流
な
ど

取
り
組
み
の
成
果
が
出
せ
る
も
の
か

ら
順
次
取
り
組
ん
で
い
き
、
地
域
の

優
良
モ
デ
ル
と
な
る
施
業
地
の
設
定

や
地
方
公
共
団
体
、
及
び
団
地
周
辺

の
民
有
林
所
有
者
な
ど
に
向
け
た
森

林
共
同
施
業
団
地
の
普
及
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
団
地
周
辺
の
民
有

林
所
有
者
情
報
及
び
集
約
化
情
報
の

収
集
を
行
い
、
森
林
共
同
施
業
団
地

の
設
定
箇
所
数
の
増
加
、
団
地
の
区

域
面
積
の
拡
大
、
協
定
参
加
者
数
の

増
加
に
繋
が
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

強
化
し
、
民
・
国
連
携
し
た
森
林
共

同
施
業
団
地
の
取
り
組
み
内
容
の
充

実
化
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
計
画
課

流
域
管
理
指
導
官
）
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【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
本
年

度
第
４
回
目
の
「
森
の
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推

進
員
の
乙
益
正
隆
氏
を
講
師
に
、

「
ウ
マ
の
名
前
を
持
つ
植
物
方
言
」

と
題
し
講
義
を
受
け
、
馬
と
人
間
と

植
物
の
つ
な
が
り
の
話
や
、
先
人
の

知
恵
を
後
生
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
シ
ダ
植
物
の
培
養
方

法
に
つ
い
て
実
習
を
行
い
シ
ダ
の
胞

子
を
歯
ブ
ラ
シ
や
竹
串
を
使
っ
て
ヘ

ゴ
の
台
木
に
ふ
り
か
け
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
シ
カ
の

食
圧
に
よ
り
生
物
多
様
性
へ
の
影
響

が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
培

養
し
た
シ
ダ
を
国
有
林
に
移
植
し
て

再
生
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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福
岡
市
東
区
と
新
宮
町
、
久
山
町

の
境
界
に
位
置
し
、
標
高
３
６
７
㍍

の
低
山
で
多
く
の
方
々
に
ハ
イ
キ
ン

グ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
立
花
山
を
紹

介
し
ま
す
。

立
花
山
は
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
の
２
つ
の
神
を

祀
る
山
と
し
て
二
神
山
（
フ
タ
ガ
ミ

ヤ
マ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
８

０
５
年
唐
か
ら
帰
国
し
た
最
澄
（
伝

教
大
師
）
が
、
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た

シ
キ
ミ
の
杖
を
岩
に
立
て
か
け
て
い

た
と
こ
ろ
、
先
端
か
ら
根
が
生
え
、

上
の
方
か
ら
は
枝
葉
が
茂
り
、
花
を

咲
か
せ
た
こ
と
か
ら
立
花
山
の
名
が

付
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
３
３
０
年
に
大
友
貞
載
が
福
岡

市
東
区
・
新
宮
町
と
久
山
町
の
境
界

に
位
置
す
る
山
頂
部
一
帯
に
筑
前
支

配
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
立
花
山

城
（
立
花
城
）
を
築
き
ま
し
た
。

１
６
０
０
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の

後
に
黒
田
長
政
が
入
国
す
る
と
、
福

岡
城
を
築
城
し
石
垣
が
移
築
さ
れ
た

た
め
、
１
６
０
１
年
に
廃
城
と
な
っ

た
現
在
で
は
数
カ
所
に
石
垣
が
残
っ

て
お
り
、
古
井
戸
、
屏
風
岩
、
夫
婦

杉
な
ど
と
共
に
登
山
を
す
る
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
登
山
道
か
ら
少
し
入
る
と
、

ク
ス
ノ
キ
の
原
生
林
が
あ
り
、
「
立

花
山
ク
ス
ノ
キ
原
生
林
」
と
し
て
昭

和
３
年
に
国
指
定

天
然
記
念
物
、
昭

和
30
年
に
特
別
天

然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
樹
齢

２
０
０
年
を
超
え

る
樹
高
30
㍍
に
達

す
る
も
の
が
６
０

０
本
程
あ
り
、
ク

ス
ノ
キ
の
自
然
林

と
し
て
は
本
国
唯

一
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
12
年
に
は
林

野
庁
が
公
表
し
た

「
森
の
巨
人
た
ち

百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

福
岡
市
内
か
ら

車
で
登
山
口
ま
で

30
～
40
分
、
い
く
つ
か
の
登
山
ル
ー

ト
が
あ
り
ま
す
が
い
ず
れ
も
登
山
口

か
ら
で
も
40
～
50
分
で
頂
上
に
至
り

ま
す
。
３
６
７
㍍
の
低
山
な
が
ら
も

眺
望
は
他
の
山
に
引
け
を
と
ら
ず
、

玄
界
灘
か
ら
海
の
中
道
を
挟
ん
で
博

多
湾
、
福
岡
市
街
を
一
望
で
き
る
景

色
は
絶
景
で
す
。

福
岡
森
林
管
理
署

新
宮
森
林
事
務
所

森
林
官

稲
員

優
次

立花山山頂から博多湾・福岡市街地の眺望

広く市民に利用されている立花山山頂

廃城となって残された石垣「森の巨人たち百選」に選ばれた大クス

真剣に実習に取り組む受講者＝熊本南部



１
月
20
日
に
鹿
児
島
県
奄
美
市
に

お
い
て
、
第
１
回
奄
美
群
島
森
林
生

態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委
員
会

（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
）
を
開

き
ま
し
た
。

「
奄
美
群
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」
は
世
界
で
も
限
ら
れ
た
地
域
に

成
立
す
る
亜
熱
帯
性
常
緑
広
葉
樹
林

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
な
野

生
動
植
物
が
多
く
生
息
・
生
育
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
４
月
、
奄
美

大
島
と
徳
之
島
の
国
有
林
野
計
４
８

２
０
㌶
を
設
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
は
学
識
経
験
者
や
地
元
自

治
体
、
観
光
関
係
者
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
で
構
成
し
、
保
護
と
利
用
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
指
針
を
策
定
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

第
１
回
委
員
会
で
は
、
座
長
に
米

田
健
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
を
選
任

し
、
保
全
管
理
を
よ
り
効
果
的
に
進

め
る
た
め
の
課
題
の
抽
出
を
行
い
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
、
主
要
観
光
地

へ
の
車
両
乗
り
入
れ
制
限
、
動
植
物

の
持
ち
出
し
規
制
強
化
、
観
光
客
の

一
極
集
中
回
避
の
た
め
の
他
地
域
へ

の
誘
導
な
ど
が
検
討
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
回
委
員
会
を
９
月
に
予
定
し

て
お
り
、
「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界

自
然
遺
産
登
録
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
27
年
12
月

に
保
全
管
理
計
画
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
計
画
課
）

【
長
崎
森
林
管
理
署
】
南
島
原
市

林
業
振
興
会
西
有
家
支
部
か
ら
長
崎

県
島
原
市
振
興
会
へ
の
依
頼
で
、
管

内
の
国
有
林
及
び
私
有
林
内
に
お
い

て
、
島
原
市
、
雲
仙
市
、
南
島
原
市
、

雲
仙
森
林
組
合
の
担
当
者
が
参
加
し

林
業
現
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

当
署
か
ら
は
国
有
林
の
業
務
に
つ
い

て
説
明
の
後
、
午
後
か
ら
は
集
材
現

場
の
様
子
を
見
学
。
最
後
に
、
雲
仙

森
林
組
合
か
ら
事
業
の
説
明
が
行
わ

れ
終
了
し
ま
し
た
。
初
め
て
国
有
林

の
視
察
が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
と

の
声
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
そ
れ
ぞ

れ
の
森
林
施
業
が
よ
り
良
い
も
の
に

繋
が
っ
て
い
け
ば
と
思
い
ま
す
。
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本
町
は
、
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
の

波
静
か
な
大
村
湾
の
東
側
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
総
面
積
７
４
２
５
㌶
の

う
ち
、
約
60
％
に
あ
た
る
４
０
２
７

㌶
が
森
林
面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林

野
７
７
５
㌶
の
植

林
も
時
代
を
遡
れ

ば
江
戸
時
代
か
ら

現
在
ま
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
併
行

し
て
木
炭
の
生
産

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
高
齢
化
の
影

響
で
生
産
量
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま

す
。

学
校
林
で
の
植
林
な
ど
の
取

り
組
み
も
子
供
達

を
交
え
た
取
り
組

み
が
今
も
な
お
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
間
も
な
く
植

林
事
業
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
国
有
林
、
県

有
林
、
町
有
林
そ
し

て
私
有
林
で
、
約
40

％
は
植
林
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

戦
前
か
ら
各
集
落

で
杉
や
桧
の
植
林
化

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
そ
し
て
計

画
的
な
森
林
計
画
で
収
益
を
上
げ
、

集
落
内
の
下
水
路
整
備
な
ど
ス
ロ
ー

な
公
共
事
業
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
住
民
と
森
林
の
関
わ
り
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
変
遷
と
と
も
に
、

時
代
は
変
わ
り
ま
し
た
。

今
日
の
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

劣
悪
で
、
伐
期
を
延
ば
し
な
が
ら
の

政
策
な
し
の
状
態
で
い
つ
の
日
か
来

る
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
林
業
の
再
生

を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

過
疎
化
の
進
む
山
村
に
森
林
資
源

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
木
材

を
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
、
ペ
レ
ッ
ト
材
と
し

て
、
ま
た
、
最
近
で
は
集
成
材
の
Ｃ

Ｌ
Ｔ(
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ッ

ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー)

建
築
材
料
な
ど
、

多
く
の
用
途
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
30
％
を
再
生
可
能
資
源
に
よ
っ
て

賄
っ
て
お
り
、
過
疎
の
村
が
木
材
産

業
と
、
そ
こ
か
ら
出
る
端
材
や
木
く

ず
を
活
用
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と

地
熱
の
供
給
で
、
１
０
０
０
人
の
雇

用
と
健
全
な
財
政
を
創
出
し
た
事
例

も
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
か
ら
の
成
長
戦
略
に
併
せ
た

森
林
再
生
に
大
き
な
期
待
を
い
た
し

ま
す
。

長崎県東彼杵町

第１回委員会を開催＝鹿児島県奄美市

国
有
林
の
現
地
で
説
明
を
受
け
る
関
係

者
＝
長
崎

町 長

渡邉 悟



【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
毎
年
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
か
れ
て

い
る
「
森
林
の
ま
つ
り
」
が
霧
島
市

溝
辺
町
に
お
い
て
開
か
れ
、
当
署
か

ら
は
、
「
か
ず
ら
細
工
作
り
」
、

「
竹
と
ん
ぼ
」
、
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ

フ
ト
」
作
り
を
担
当
。
当
日
は
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ

や
森
林
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
が
多

く
訪
れ
、
「
か
ず
ら
細
工
」
の
作
り

方
な
ど
に
つ
い
て
職
員
が
参
加
者
一

人
一
人
に
丁
寧
に
指
導
。
参
加
者
は
、

か
ず
ら
の
大
き
さ
な
ど
を
吟
味
し
な

が
ら
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
手
作
り
の
小

物
作
り
に
奮
闘
し
、
出
来
上
が
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
感
慨
深
く
、
お

土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
森
林
の
恵
み
に

よ
る
お
土
産
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
一
日
で
し
た
。

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
球
磨

地
域
振
興
局
主
催
に
よ
る
「
森
林
経

営
計
画
等
に
関
す
る
学
習
会
」
が
関

係
市
町
村
や
森
林
組
合
、
林
業
事
業

体
の
担
当
者
約
50
人
を
対
象
に
開
か

れ
、
当
署
の
担
当
者
が
講
師
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
振
興

局
会
議
室
に
お
い
て
森
林
経
営
計
画

に
お
け
る
森
林
作
業
道
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
座
学
が
行
わ
れ
、
国
有
林

に
お
け
る
森
林
作
業
道
作
設
の
考
え

方
や
原
木
の
安
定
供
給
に
資
す
る
シ

ス
テ
ム
販
売
な
ど
に
つ
い
て
当
署
担

当
者
が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
管
内
国
有
林
の
活
用
型
保
育

間
伐
実
行
箇
所
に
お
い
て
、
効
果
的
・

効
率
的
な
森
林
作
業
道
作
設
に
つ
い

て
現
地
検
討
会
を
行
い
、
森
林
作
業

道
を
開
設
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
現
地
で
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

か
ら
は
今
後
の
業
務
に
役
立
て
た
い

と
の
意
見
も
聞
か
れ
る
な
ど
国
有
林

が
取
り
組
ん
で
い
る
低
コ
ス
ト
化
の

技
術
情
報
を
普
及
す
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
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大
分
県
中
津
市
に
は
青
の
洞
門
や

深
耶
馬
溪
の
岩
と
松
は
切
り
離
せ
な

い
景
勝
地
が
あ
り
ま
す
。
海
岸
に
は

立
派
な
新
田
の
松
林
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
が
松
枯
れ
に
よ
り
壊
滅
状
態

で
す
。
松
く
い
虫
対
策
に
日
本
の
松

食
い
虫
対
策
予
算
の
10
分
の
１
に
当

た
る
７
億
円
が
延
々
30
年
近
く
農
薬

空
中
散
布
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
ほ

ぼ
壊
滅
し
て
い
ま
す
。
途
中
で
費
用

対
効
果
や
農
薬
汚
染
の
影
響
な
ど
を

考
え
、
見
直
し
を
す
る
必
要
を
強
く

感
じ
ま
す
。

新
田
の
松
林
は
、

県
、
市
の
林
業
水

産
課
・
地
元
・
市

民
グ
ル
ー
プ
の
共

同
作
業
で
10
年
間
下
草
刈
り
と
土
壌

改
良
を
し
た
結
果
そ
の
場
所
の
み
老

松
が
残
っ
て
い
ま
す
。
宇
佐
市
乙
女

海
岸
で
の
松
は
枯
れ
た
が
、
立
派
に

自
然
林
が
防
風
林
と
し
て
育
ち
、
渡

り
鳥
の
安
住
の
地
と
な
り
子
ど
も
達

の
自
然
体
験
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
や
酸
性
雨
の
被
害
で
生
態

形
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
地
球
や
人

な
ど
生
き
物
に
優
し
い
森
林
づ
く
り

に
林
野
行
政
の
面
か
ら
も
っ
と
国
民

を
巻
き
込
み
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

東
北
で
は
津
波
で
壊
れ
た
海
岸

の
防
風
林
に
ガ
レ
キ
で
盛
り
土
を
し
、

そ
こ
に
地
域
で
育
て
た
広
葉
樹
を
植

え
将
来
の
津
波
に
対
す
る
安
全
な
防

波
堤
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
姿

に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

又
、
津
波
の
到
達
地
点
を
桜
並
木

に
し
て
、
い
つ
か
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
津
波
か
ら
逃
げ
る
目
標
に
と

植
え
ら
れ
た
桜
の
木
、
思
い
を
込
め

ら
れ
た
木
々
の
成
長
を
遠
い
地
か
ら

見
守
っ
て
行
き
た
い
。

森
や
里
山
を
身
近
に
対
す
る
樹
木

葬
も
考
え
る
時
が
来
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
我
家
の
ネ
コ
が
死
ん
だ
時

庭
の
杏
の
木
の
下
に
埋
葬
し
た
翌
年
、

杏
の
花
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

樹
木
葬
は
東
京

や
四
国
の
島
で
行

わ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
自
然
の
循
環
の
輪
の
中
に

人
間
も
入
っ
て
い
く
実
感
が
身
近
に

な
り
、
命
が
こ
の
ま
ま
閉
じ
る
の
で

は
な
く
自
然
に
帰
る
。

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
と
後

仕
末
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
人
も

い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
方
々
の
理
解

を
得
な
が
ら
樹
木
の
根
元
に
埋
骨
す

る
こ
と
で
森
や
里
山
の
再
生
に
役
立

ち
地
球
温
暖
化
防
止
を
も
助
け
未
来

へ
の
橋
渡
し
が
出
来
る
。
そ
の
管
理

費
を
地
元
に
納
め
、
そ
の
基
金
で
森

林
管
理
、
山
守
り
の
人
材
育
成
に
当

て
る
。

故
郷
の
な
い
人
が
心
の
寄
り
所
に

通
う
場
所
に
森
や
里
山
が
生
か
さ
れ

活
用
さ
れ
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
。

都
会
と
田
舎
の
交
流
・
田
舎
の
再
発

見
に
な
る
と
思
う
。
教
育
長
や
住
職

さ
ん
に
も
同
じ
考
え
の
方
々
が
い
ま

す
。林

野
庁
の
御
助
言
と
一
押
し
が
欲

し
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
大
分
県
中
津
市
在
住
）

横光 陽子さん

かご作りの指導を受ける参加者＝鹿児島

現地で指導を受ける参加者＝熊本南部



シ
カ
被
害
防
止
対
策
つ
い
て
は
、

地
区
ご
と
に
各
種
対
策
を
行
っ
て
お

り
、
対
策
を
行
っ
た
地
区
で
は
一
定

の
効
果
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体

的
な
被
害
は
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

有
効
な
被
害
防
止
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
森
林
を
す
み
か
と
し
農
地

を
エ
サ
場
と
し
て
行
き
来
し
て
い
る

シ
カ
を
、
山
際
（
森
林
と
農
地
が
接

す
る
地
域
）
に
お
い
て
関
係
機
関
が

密
接
に
連
携
し
た
対
策
を
効
果
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
九
州
農
政
局
と
九
州

森
林
管
理
局
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止

特
措
法
に
基
づ
く
高
森
・
竹
田
・
高

千
穂
地
域
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
協

議
会
が
設
置
さ
れ
た
地
域
を
「
連
携

モ
デ
ル
地
域
」
と
し
て
、
国
有
林
と

農
地
が
接
す
る
地
区
に
お
い
て
、
地

域
の
実
態
・
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
た

具
体
的
な
課
題
、
対
応
策
な
ど
を
検

討
す
る
た
め
に
合
同
現
地
調
査
や
打

合
せ
会
議
を
こ
れ
ま
で
開
い
て
お
り
、

ま
た
、
高
森
・
竹
田
・
高
千
穂
地
域

鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会
の
現

地
視
察
検
討
会
で
の
講
演
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
九
州
森
林
環
境
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
の
九
州
農
政
局
に
よ
る
講

演
や
猟
友
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開

く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
と
も
に
、

九
州
地
方
環
境
事
務
所
を
含
め
た
連

宮
崎
県
綾
町
役
場
会
議
室
に
お
い

て
、
綾
川
流
域
照
葉
樹
林
帯
保
護
・

復
元
計
画
（
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
第
19
回
連
携
会
議
が
、
関
係

機
関
５
者
な
ど
（
九
州
森
林
管
理
局
、

宮
崎
県
、
綾
町
、
日
本
自
然
保
護
協

会
、
て
る
は
の
森
の
会
）
の
出
席
の

下
、
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
平
成
25
年
度
事
業
進
捗

状
況
、
森
林
環
境
教
育
基
本
計
画
策

定
の
取
り
組
み
状
況
、
有
識
者
と
の

意
見
交
換
会
（
案
）
、
綾
プ
ロ
の
運

営
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
及
び
提
起

が
な
さ
れ
、
事
務
局
提
案
ど
お
り
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
説
明
会
は
、
同
日
に
綾
町
・

高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

地
域
住
民
約
60
人
参
加
の
下
、
綾
プ

ロ
関
係
機
関
５
者
に
よ
り
「
人
と
つ

な
が
る
綾
の
森
林
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
開
か
れ
、
宮
崎
森
林
管
理
署
の

濱
田
辰
広
地
域
林
政
調
整
官
か
ら

「
綾
の
国
有
林
と
生
活
の
歴
史
」
と

題
し
て
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
国

有
林
と
の
関
わ
り
を
、
当
時
の
写
真

を
用
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
後
半
で
は
参
加
者
に
よ
る

「
森
林
と
人
と
の
関
わ
り
を
増
や
す

た
め
に
」
と
題
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
今
後
の
綾
プ
ロ
に
活
か

す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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昨
年
11
月
に
霧
島
神
宮
の
山
神
祭

式
典
に
参
加
し
た
折
、
日
頃
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
山
林
課
の
鎌
宮

武
義
さ
ん
よ
り
ホ
ッ
ト
な
情
報
。

そ
の
情
報
と
は
、
第
52
回
農
林
水

産
祭
参
加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

に
鹿
児
島
県
か
ら
推
薦
さ
れ
た
霧
島

神
宮
有
林
の
間
伐
箇
所
が
最
高
賞
の

農
林
水
産
大
臣
賞
に
な
っ
た
と
の
こ

と
。こ

れ
ま
で
の
鎌
宮
さ
ん
を
始
め
職

員
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
さ
ら
に
話
が
進
み
、
今
回

入
賞
し
た
間
伐
箇
所
の
実
施
者
は
当

支
署
管
内
の
松
田
林
業
さ
ん
で
あ
る

と
の
こ
と
。
後
日
社
長
の
松
田
春
年

さ
ん
曰
く
、
国
有
林
の
現
場
で
都
城

支
署
か
ら
指
導
し
て
も
ら
っ
た
と
お

り
に
実
行
し
た
だ
け
と
の
こ
と
。
な

ん
と
嬉
し
い
お
言
葉
。

一
方
12
月
の
あ
る
日
、
平
成
25
年

度
国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に

九
州
森
林
管
理
局
か
ら
推
薦
さ
れ
た

当
支
署
管
内
の
高
崎
産
業
さ
ん
の
間

伐
箇
所
が
最
高
賞
の
林
野
庁
長
官
賞

（
最
優
秀
賞
）
に
な
っ
た
と
の
連
絡

が
。
こ
れ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
。
な

ん
と
当
支
署
管
内
の
事
業
体
が
実
施

し
た
間
伐
箇
所
が
民
有
林
と
国
有
林

で
同
じ
年
度
に
ア
ベ
ッ
ク
で
日
本
一

に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

松
田
林
業
さ
ん
と
高
崎
産
業
さ
ん

の
こ
れ
ま
で
の
技
術
向
上
へ
の
研
鑽

と
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
我
が
都
城
支
署
の
職
員
の
指
導

や
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
。

ま
も
な
く
国
有
林
は
一
般
会
計
化

２
年
目
に
突
入
し
て
い
く
が
、
こ
れ

か
ら
地
域
の
森
林
・
林
業
再
生
に
貢

献
す
る
新
生
国
有
林
の
姿
を
具
現
化

す
る
た
め
に
は
、
我
々
は
勿
論
の
こ

と
国
有
林
で
培
っ
た
高
い
技
術
を
持

つ
事
業
体
の
皆
さ
ん
が
キ
ー
マ
ン
で

あ
り
、
自
信
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

ま
す
ま
す
地
域
林
業
を
リ
ー
ド
す
る

担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

（
都
城
支
署
長

川
畑
充
郎
）

現地視察検討会での講演＝熊本県高森町

携
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
九

州
で
の
シ
カ
被
害
の
減
少
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
保
全
課
）

第19回綾プロ連携会議を開催＝宮崎県綾町



去
る
12
月
19
日
、
九
州
森
林･

林

業
セ
ミ
ナ
ー
が
、
屋
久
島
世
界
遺
産

登
録
20
周
年
を
記
念
し
て
屋
久
島
の

現
状
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
、
九

州
南
端
の
鹿
児
島
市
市
民
ホ
ー
ル
を

会
場
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
総
勢

１
５
２
人
の
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
に
先
立
ち
、
は
じ
め
に
川
端

省
三
九
州
森
林
管
理
局
長
か
ら
、

「
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
屋
久
島
に

関
す
る
テ
ー
マ
で
す
が
、
森
林
の
保

全
と
利
用
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
は
、
資
源
を
循
環
さ
せ
な

が
ら
、
保
全
と
利
用
を
調
和
を
さ
せ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
今
回
取
り
上
げ
た
テ
ー

マ
は
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
４
月
か

ら
、
国
有
林
は
一
般
会
計
の
下
で
事

業
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
公
益
的

機
能
重
視
の
森
林
管
理
と
森
林
・
林

業
の
再
生
に
貢
献
す
る
と
い
う
大
き

な
２
本
柱
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

困
難
な
課
題
で
す
が
、
ご
参
加
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
な
け
れ
ば

実
現
で
き
な
い
も
の
で
す
。
私
ど
も

森
林･

林
業
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、

公
益
性
の
担
保
を
は
か
り
、
保
全
と

利
用
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
森
林
林

業･

木
材
産
業
の
再
生
に
貢
献
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
そ
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
４
人
の
方
に

登
壇
い
た
だ
き
、

始
め
に
国
有
林
か

ら
２
人
、
「
屋
久
島
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
」
米
田
雅
人
屋
久
島
森
林

管
理
署
長
か
ら
の
報
告
、
同
時
期
に

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
白
神
山
地

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
東
北
森

林
管
理
局
か
ら
自
然
遺
産
保
全
調
整

官
の
相
馬
勝
則
氏
に
よ
る
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
屋
久
島
か
ら
は
縄
文

杉
ル
ー
ト
の
★
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に

よ
り
歩
道
荒
廃
や
ト
イ
レ
し
尿
処
理
、

山
岳
部
保
全
募
金
、
入
山
料
徴
収
問

題
か
ら
、
自
然
環
境
保
全
へ
の
影
響

懸
念
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
に
対
し
、
白
神
山

地
か
ら
は
、
登
録
後
20
年
が
経
過
し

入
山
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
違

法
伐
採
行
為
な
ど
は
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
生
態
系
へ
の
大
き
な
影
響
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
問
題
と
し
て
、

シ
カ
の
侵
入
、
外
来
種
対
策
、
入
山

利
用
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。
入
山
利

用
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
管
理
計
画

策
定
の
意
見
聴
取
の
際
は
、
入
山
規

制
を
も
っ
と
緩
和
す
べ
き
な
ど
の
声

が
あ
り
、
新
聞
記
事
も
「
規
制
緩
和

せ
ず
」
や
「
入
山
規
制
継
続
」
な
ど

の
表
現
が
目
立
ち
、
地
域
関
係
者
か

ら
は
、
さ
ら
に
入
山
者
な
ど
の
誘
客

を
進
め
た
い
思
い
が
あ
る
な
ど
分
散

化
を
図
り
た
い
屋
久
島
の
抱
え
る
現

状
と
は
、
異
な
る
思
い
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
演
に
移
り
、
ま
ず
は

じ
め
に
、
吉
田
茂
二
郎
九
州
大
学
大

学
院
農
学
研
究
院
教
授
か
ら
、
「
年

輪
年
代
学
か
ら
見
た
屋
久
杉
の
伐
採

活
動
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演

い
た
だ
き
過
去
の
屋
久
杉
の
分
布
や

詳
細
な
年
輪
解
析
か
ら
伐
採
の
歴
史

を
★
俯
瞰
し
た
報
告
が
あ
り
、
大
規

模
伐
採
は
１
７
０
０
年
半
ば
頃
か
ら

あ
っ
た
こ
と
、
老
齢
木
の
成
長
や
ス

ギ
の
更
新
は
、
過
去
の
大
規
模
伐
採

が
も
た
ら
し
た
も
の
な
ど
の
成
果
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
吉
良
今

朝
芳
鹿
児
島
大
学
元
教
授
か
ら
は
、

「
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
未

来
へ
の
提
言
」
と
題
し
て
、
遺
産
登

録
後
の
屋
久
島
に
関
し
て
多
く
の
資

料
を
基
に
幅
広
い
分
析
が
な
さ
れ
、

登
録
後
の
自
然
環
境
の
変
化
、
環
境

保
全
の
取
組
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

へ
の
言
及
、
ヤ
ク
シ
カ
増
加
に
伴
う

被
害
対
策
の
課
題
、
希
少
種
ヤ
ク
タ

ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
保
護
な
ど
に
つ
い
て
語

ら
れ
、
最
後
に
地
域
の
六
次
産
業
化

を
目
指
す
こ
と
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
会
場
内
に
は
、

国
内
４
個
所
の
自
然
遺
産
地
域
の
写

真
パ
ネ
ル
展
示(

屋
久
島
森
林
生
態

系
保
全
セ
ン
タ
ー
提
供)

を
行
い
、

多
く
の
参
加
者
に
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
貴
重
な
自
然
環
境
が
こ
れ

だ
け
保
全
さ
れ
、
登
録
さ
れ
て
い
る

日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
と
生
物
多
様

性
が
豊
か
な
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
＝
山
岳
部
の
利
用
で

使
わ
れ
る
用
語
と
し
て
過
剰
利
用
の
意
味

で
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
。

★
俯
瞰
＝
全
体
を
う
え
か
ら
見
る
こ
と

（
担
当
＝
計
画
課

自
然
遺
産
保
全
調
整
官
）

- 6 -

九州森林・林業セミナー会場と参加者

冒頭挨拶する川端局長

講演する吉田茂二郎教授

講演する吉良鹿児島大元教授



【
北
薩
森
林
管
理
署
】
今
年
度
３

回
目
の
北
薩
地
域
森
林
・
林
業
情
報

交
換
会
が
開
か
れ
、
北
薩
地
域
振
興

局
、
さ
つ
ま
町
、
当
署
の
関
係
者
24

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
森

林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ

れ
た
シ
カ
捕
獲
用
の
「
巾
着
式
あ
み

は
こ
わ
な
」
を
設
置
し
た
野
平
国
有

林
内
で
器
具
を
改
良
し
た
網
の
作
成
・

わ
な
の
設
置
方
法
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
網

の
中
に
シ
カ
を
ど
の
よ
う
に
呼
び
寄

せ
る
か
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
意
義
の
あ
っ
た
情
報
交
換
会
と
な

り
、
民
間
に
お
い
て
も
「
巾
着
式
あ

み
は
こ
わ
な
」
が
普
及
し
シ
カ
被
害

が
減
少
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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林野庁九州森林管理局では、より多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけるよう、国有林の役割や
現状といった情報をお知らせするとともに、国有林をより「国民の森林」として管理経営していくため、森林・林業や国有
林に興味を持たれる一般の方々から御意見をいただく「国有林モニター」制度を実施しています。
この度、平成26年度「国有林モニタ－」を下記の通り募集いたしますので、多くの皆様からのご応募をお待ちしています。

記

【募集人数】 60人程度
【依頼期間】 平成26年４月～平成27年３月（１年間）
【依頼内容】

・森林・林業、国有林に関するアンケートへの回答
・森林・林業、国有林に関する御意見や御提言などの報告、弊局広報紙への投稿
・国有林モニター会議への出席（年１～２回程度、希望者のみ）

※ 提出いただいた回答、ご意見などについては、全体を整理した上で、後日九州森林管理局ホームページにおいて、主
要な意見などを匿名にて公表することがあります。

【応募資格】
九州・沖縄８県にお住まいの20歳以上（平成26年４月１日現在）の方で、森林・林業および国有林に関心を有する方。

（ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長及び国家公務員は除きます。）
【応募方法】

官製ハガキ又は封書に必要事項を記入の上、以下の宛先まで御応募ください。また、メール及びファックスでも受け
付けております。御不明な点につきましては、御遠慮なくお問い合わせ下さい。

〒860－0081
熊本市西区京町本丁２番７号
九州森林管理局 企画調整課 国有林モニター担当
ＴＥＬ：096－328－3511 ＦＡＸ：096－328－3643
E-mail： ky_kikaku@rinya.maff.go.jp

【必須事項】
・氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、職業、住所、郵便番号、電話番号、メールアドレス（ございましたら）
・国有林モニターを知ったきっかけ（具体的に記入）
・国有林モニターに応募された理由（100字程度）
※ ご応募いただいた個人情報は、個人情報の保護に関する法律に従い、適正に取り扱います。なお、一度送付いただい
た申込書はお返ししませんので、あらかじめご了承願います。

【募集期限】
平成26年２月28日（金）（当日消印有効）

【発 表】
・選考結果は、平成26年３月下旬頃、依頼状の発送をもってお知らせいたします。
・応募状況によっては抽選による選考をさせていただきます。選考結果に対する個別のお問い合わせにはお答えできませ
んので、あらかじめ御了承下さい。

【その他】
・国有林モニターになっていただいた方には、弊局の広報誌などを定期的にお送りします。
また、モニターの活動に対して記念品をお贈りします。
・国有林モニターとして個人的に提出いただいた御要望などに関しては、個別にお答えすることはできませんので御了承
下さい。
・国有林モニターはより多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけるよう、国有林の役割や現状といっ
た情報を提供し、併せて御意見等をいただくものですので、既に国有林についてご存じの方（例：国有林ＯＢ、業界関係
者、森林林業担当の自治体職員、国有林に陳情などの活動を行われた方など）におかれましては、お断りさせていただく
場合があります。

改
良
し
た
わ
な
の
設
置
方
法
を
学

ぶ
参
加
者
＝
北
薩



「
第
９
回
森
林
（
も
り
）
の
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
表
彰
式
並
び
に

除
幕
式
が
１
月
26
日
10
時
か
ら
、
九

州
森
林
管
理
局
で
行
わ
れ
、
入
賞
し

た
６
校
の
表
彰
式
を
、
生
徒
や
指
導

し
た
先
生
・
保
護
者
ら
、
約
60
人
が

出
席
し
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
豊
か
な
森
林(

も
り)

」

と
い
う
テ
ー
マ
で
下
絵
を
熊
本
市
内

の
小
中
学
校
を
対
象
に
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
熊
本
市
内
の
中
学
校
か
ら
11

校
、
16
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

下
絵
審
査
で
選
考
さ
れ
た
６
作
品
に

つ
い
て
10
月
か
ら
ア
ー
ト
パ
ネ
ル
１
・

４
㍍
×
４
・
５
㍍
の
制
作
を
依
頼
し
、

各
校
の
完
成
し
た
力
作
の
ア
ー
ト
パ

ネ
ル
作
品
か
ら
、
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
５
点
を
最
終
選
考
し
、
最
優

秀
賞
を
九
州
森
林
管
理
局
正
門
右
壁
、

優
秀
賞
を
東
側
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
設
置

し
ま
し
た
。

入
賞
し
た
６
校
の
表
彰
後
、
生
徒

ら
に
よ
る
ア
ー
ト
パ
ネ
ル
の
除
幕
を

行
い
、
目
の
当
た
り
に
す
る
展
示
作

品
の
見
事
な
出
来
映
え
に
生
徒
や
保

護
者
か
ら
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
展
示
さ
れ
た
作

品
は
、
道
行
く
人
た
ち
の
心
を
癒
し
、

地
域
か
ら
好
評
を
博
し
て
お
り
、
今

回
展
示
し
た
作
品
に
つ
い
て
も
自
然

や
森
林
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
る
事
を
期
待
し
、
今
後
２

年
間
展
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
表
彰
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

｢

四
季
」

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学

校
美
術
部
１
・
２
年

優
秀
賞
（
５
校
）

「
命
」

熊
本
市
立
飽
田
中
学
校
１
年

｢

共
存
」

熊
本
市
立
楠
中
学
校
１･

２
年

「
森
林
と
生
き
る
」

熊
本
市
立
桜
木
中
学
校
美
術
部

１･

２
年

｢

泉
と
森
林
の
も
た
ら
す
物｣

熊
本
市
立
清
水
中
学
校
美
術
部

１･

２
年

「
人
と
森
林
」

熊
本
市
立
下
益
城
城
南
中
学
校

２
年

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）
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熊
本
に
春
を
呼
ぶ
「
植
木
市
」
が

開
幕
し
た
。
暖
か
い
風
が
待
ち
遠
し

い
。
日
本
経
済
に
は
一
足
先
に
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い
う
春
風
が
吹
き

始
め
た
▼
一
部
で
景
気
回
復
の
芽
吹

き
が
あ
る
が
、
我
々
も
体
感
で
き
る

暖
か
い
景
気
の
訪
れ
は
い
つ
に
な
る

だ
ろ
う
か
？
林
業
界
に
も
春
風
が
吹

き
つ
つ
あ
る
▼
新
聞
記
事
に
目
が
止

ま
っ
た
。
「
若
者
、
林
業
に
熱
視
線
」

東
京
で
開
か
れ
た
林
業
の
就
職
相
談

会
に
林
業
や
森
林
に
関
心
が
あ
り
、

就
職
活
動
中
の
若
者
ら
が
参
加
し
、

相
談
者
は
１
０
０
０
人
近
く
に
達
し

た
そ
う
で
あ
る
。
最
近
で
は
森
林
の

仕
事
に
将
来
性
を
見
い
だ
し
山
の
仕

事
を
始
め
た
「
林
業
女
子
」
も
増
え

て
い
る
と
聞
く
▼
国
土
交
通
省
に
よ

る
と
昨
年
も
住
宅
着
工
戸
数
が
前
年

を
上
回
り
高
水
準
と
報
じ
て
い
る
。

ま
た
、
本
誌
１
月
号
に
あ
っ
た
「
Ｃ

Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
」
ス
イ
ス
で

は
昨
年
、
日
本
人
建
築
家
に
よ
る
７

階
建
て
木
造
ビ
ル
が
完
成
し
た
そ
う

で
あ
る
。
日
本
で
は
国
が
、
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
へ
の

活
用
に
向
け
動
き
出
し
た
▼
取
り
巻

く
環
境
は
明
る
い
春
を
予
感
さ
せ
る

が
、
こ
の
春
は
待
っ
て
い
て
は
巡
っ

て
こ
な
い
。
民
・
国
連
携
し
た
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
が
肝
要
だ
。
（
一
）

日
本
固
有
の
樹
木
で
、
ヤ
ク
ス
ギ

は
胸
高
直
径
が
最
大
で
世
界
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
主
要
な
樹
種
で
す
。
年

輪
は
２
千
年
か
ら
３
千
年
と
数
え
ら

れ
、
日
本
の
樹
種
の
最
高
年
輪
を
マ
ー

ク
し
て
い
ま
す
。

ス
ギ
は
古
く
か
ら
植
栽
さ
れ
、
40

年
前
後
で
住
宅
用
材
（
柱
）
に
利
用

で
き
る
育
林
技
術
が
確
立
さ
れ
て
、

日
本
で
一
番
多
く
植
栽
さ
れ
て
い
ま

す
。ス

ギ
の
名
前
は
、
直
立
し
て
育
つ

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
す
（
直
）
き

（
木
）
の
意
味
で
古
名
は
マ
キ
。
ス

ギ
の
代
用
に
使
わ
れ
た
イ
ヌ
マ
キ
は

ス
ギ
（
マ
キ
）
よ
り
劣
る
こ
と
か
ら

頭
に
イ
ヌ
が
付
い
て
い
ま
す
。

葉
が
ど
の
よ
う
に
付
い
て
い
る
か

を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
葉
が
つ
い

て
い
る
小
枝
１
本
を
取
り
、
葉
枝
の

上
下
を
指
で
押
さ
え
て
、
上
を
右
へ

捻
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
葉
が
３
列
に

並
ん
で
付
い
て
い
る
状
態
が
観
察
で

き
ま
す
。
日
光
を
た
く
さ
ん
受
け
る

た
め
、
葉
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
３

列
の
葉
が
捻
れ
て
ら
せ
ん
状
に
つ
い

て
い
ま
す
。

雌
花
と
雄
花
は
同
じ
株
に
そ
れ
ぞ

れ
咲
き
、
雌
花
（
き
ゅ
う
果
）
は
球

形
、
花
粉
症
の
花
粉
は
雄
花
に
し
か

付
か
な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

最優秀賞の作品「四季」をバックに


